
10広報なかがわ　平成19年３月10日

北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
17
）

　

今
ま
で
、
馬
頭
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
、「
ど
う
し
て
最
終
処
分
場
が
必
要
な
の
か
」と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

栃
木
県
内
の
ゴ
ミ
事
情
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
栃
木
県
内
で
１
年

間
に
処
理
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
、
産
業
廃
棄
物
で
す
が
、

平
成
16
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、

推
計
で
８
７
２
万
㌧
の
ゴ
ミ
が
排

出
さ
れ
て
お
り
、
東
京
ド
ー
ム
約

25
杯
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
工
場

な
ど
で
は
、
再
生
利
用
で
き
る
も

の
は
極
力
資
源
と
し
て
再
生
利
用

し
、
こ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
焼
却
、
圧
縮
、
破
砕
な
ど
を

行
っ
た
う
え
で
、
最
終
処
分
場
で

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
は
、
一
般

家
庭
か
ら
出
る
生
活
系
の
ゴ
ミ
が

54
万
㌧
、
役
所
や
事
業
所
か
ら
出

る
事
業
系
の
ご
み
が
24
万
㌧
、
合

計
で
78
万
㌧
の
ゴ
ミ
が
排
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
、
東
京
ド
ー
ム

約
２
杯
分
に
な
り
ま
す
。
県
民
１

人
１
日
当
た
り
に
す
る
と
１
、
０

６
２
ｇ
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

不法投棄現場周辺にかかる
水質分析結果について 

（平成 18 年度年間変動調査分（ダイオキシン類））

　小口字北沢地内不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知

らせします。

〇調査項目　ダイオキシン類
〇採 水 日　平成 18 年 11 月 13 日
〇採水場所　１　周辺環境水
　 　　　　　 ⑴ 投棄地直下河川
　 　　　　　 ⑵ 小口川上流
　 　　　　  ２　投棄現場
　 　　　　　 ⑶ 投棄地下流側浸出水
〇調査結果　⇒周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

　

市
町
村
は
、
こ
の
ゴ
ミ
を
可
燃

物
、
不
燃
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
も
の
等
に
分
別
回
収
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
も
の
（
ス
チ
ー

ル
、
ア
ル
ミ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
）
は
事
業
者
に
販
売
し
、
こ
れ

以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
焼

却
、
圧
縮
、
破
砕
な
ど
を
行
っ
た

う
え
で
、
市
町
村
等
が
管
理
す
る

最
終
処
分
場
や
民
間
の
最
終
処
分

場
で
埋
め
立
て
処
分
し
て
い
ま

す
。
（
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
で
は
現
在
、
県
外
に
あ
る

民
間
の
処
分
場
に
委
託
処
理
し
て

い
ま
す
が
、
地
域
内
処
理
が
原
則

で
す
）

　

こ
の
よ
う
な
大
量
の
ご
み
は
、

処
理
に
多
く
の
時
間
と
経
費
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、

最
終
処
分
場
の
不
足
な
ど
の
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生

抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
の
推

進
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
を

促
進
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、

ご
み
の
排
出
抑
制
や
循
環
的
利
用

を
進
め
た
上
で
も
、
ど
う
し
て
も

再
利
用
で
き
な
い
ご
み
が
残
り
ま

す
の
で
、
最
終
処
分
場
は
必
要
不

可
欠
な
施
設
な
の
で
す
。
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　那珂川町には古
くからの伝統文化
が残っており、町民
の皆さんにも趣味が
色々あると思います。
私はそば作り、焼き
物作り、それから茶
道の体験をさせてい
ただいたことがあり

ます。日本文化の伝統的なものだけではなく、町民
の皆さんは西洋のものにも興味を持つようです。
　去年の秋、私はＯｌｉＯｌｉという合唱グループに
参加し、１２月に行われる宇都宮中央ライオンズクラ
ブのクリスマス会のために練習を始めました。私の役
割はピアノとサックスによる伴奏で、曲は邦楽と洋楽
どちらも演奏しました。私はただ１人の男性メンバー
でした。それでも、明るくて、温かい女性の会員たち
は喜んで歓迎してくれました。このグループは歌うこ
とを楽しみに活動しているとわかった私は安心しまし
た。歌詞が英語の曲もあったので、発音を教えてあげ
ました。クリスマス会を目指して励ましあいながら、
一緒にがんばりました。日本で音楽を楽しめたことを
考えると、母国のカナダで楽しんだ活動を思い出しま
す。
　私はカナダの大都会のトロント市にある教会で合奏
をしていました。そこでは、ピアノ、ギター、オルガン、
フルート、ドラム、そして私がサックスを吹き合奏を

していました。練習をするときに、みんなと話すこと
ができて親しくなりました。そこで知り合った友だち
の一人が、ある時、トロント市にある日本系高齢者向
けのマンションで演奏しました。その友だちは日本語
の意味がわかりませんでしたが、日本語で「ふるさと」
を歌いました。
　また、ほかの教会にも参加していました。人数が多
くてオーケストラを持っている教会もありました。そ
のオーケストラにはバイオリン、フルート、トランペッ
ト、クラリネットなどもありました。合唱する人もい
ました。練習はだいたい毎週日曜日の礼拝が終わった
後でした。何人かのメンバーは一緒に近くにある店で
昼ごはんを食べていました。一緒に演奏するだけより、
一緒に食べたり笑ったり、そして話をしたりすればす
るほど合奏がうまくできるようになり、また聴き手に
も感動させられます。そのオーケストラの会員は中学
生から中高年でした。
　その経験の前に、カナダの首都であるオタワ市にあ
る市民のブラスバンドにも参加していました。学生か
らおじいさんまでの様々な年齢の人がいました。誰が
何歳か、何の仕事をしているかということに関わらず、
お互い音楽が好きで集まっていただけでした。私の初
めての日本人の友だちとはそのブラスバンドで知り合
いました。その友だちが「ありがとう」という言葉を
教えてくれました。那珂川町のＯｌｉＯｌｉの皆さん
にもその教えてもらった言葉で伝えたいです。
「ありがとう」！

「 あ り が と う 」

アンドリュー・シューク

　
　

防
災
フ
ェ
ア
の
開
催

日　

時　

３
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　

  

（
雨
天
中
止
）

場　

所　

那
須
烏
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
　
　

  

（
那
須
烏
山
市
田
野
倉
８
５―

１
）

内　

容　

　

・
消
防
車
両
の
展
示

　

・
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
出
訓
練
・
消

　
　

火
訓
練

　

・
住
宅
用
防
災
機
器
の
展
示
説
明

　

・
救
急
蘇
生
法
体
験

　

・
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

　

・
救
助
工
作
車
に
よ
る
体
験

　

・
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る
煙
体
験

　

・
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験

　

・
炊
き
出
し
訓
練

◎
開
催
場
所
（
駐
車
場
）
へ
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
、
近
く
の
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

南
那
須
地
区
広
域
消
防
本
部
警
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８
７―

８
２―

２
０
０
９

２
月
９
日
～
５
月
31
日

春
の
山
火
事
防
止
強
調
運
動

　

昭
和
52
年
３
月
15
日
、
黒
羽
町
・
馬
頭
町
の
森
林

１
、 

５
１
８
ha
を
焼
失
し
た
大
火
を
教
訓
に
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
大
災
害
に
遭
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

毎
年
３
月
15
日
を
「
栃
木
県
山
火
事
防
止
デ
ー
」
と

し
て
、
山
火
事
予
防
の
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。


